
「
一
五
二
一
年
か
ら
一
五
二
五
年
ま
で
の
宗
教
改
革
の
決
定
的
な
時
期
に
、
教
会

分
裂
の
動
き
を
止
め
る
た
め
の
方
法
が
一
つ
だ
け
あ
っ
た
。
公
会
議
で
あ
る
。」
教

会
史
家
イ
ェ
デ
ィ
ン
は
、
宗
教
改
革
初
期
の
状
況
に
つ
い
て
こ
う
記
し
て
い
るq

。
帝

国
議
会
録
を
繙
く
な
ら
ば
、
ル
タ
ー
問
題
は
公
会
議
で
解
決
す
べ
し
と
す
る
議
論
が

頻
出
す
る
。
実
際
に
は
、
公
会
議
の
開
催
は
ト
レ
ン
ト
公
会
議
ま
で
実
現
せ
ず
、
し

か
も
新
旧
両
派
の
対
立
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
宗
教
改
革
期
の
公
会

議
論
議
に
関
す
る
研
究
は
多
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
会
議
に
よ
る
解
決

は
、
ト
レ
ン
ト
以
後
も
新
旧
両
派
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
続
け
た
。
宗
教
改
革
の
帰
趨

を
帝
国
の
観
点
か
ら
考
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
公
会
議
に
関
す
る
問
題
は
避
け
て

通
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
「
国
民
公
会
議
な
い
し
集
会
」
計
画
が
破

綻
す
る
ま
で
の
宗
教
改
革
初
期
、
帝
国
で
の
公
会
議
論
議
を
検
討
す
る
。

当
該
時
期
の
公
会
議
問
題
に
関
す
る
専
論
に
は
、
ホ
フ
マ
ン
の
学
位
論
文
が
あ
るw

。

彼
に
よ
れ
ば
、
ル
タ
ー
支
持
派
は
ル
タ
ー
思
想
に
基
づ
い
た
公
会
議
を
主
張
し
、
他

方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
派
も
自
領
の
利
害
に
基
づ
い
て
公
会
議
の
開
催
を
求
め
た
。
し
か

し
、
全
体
公
会
議
の
開
催
が
困
難
な
た
め
に
、
国
民
公
会
議
な
い
し
集
会
が
主
張
さ

れ
た
。
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
で
予
定
さ
れ
た
国
民
集
会
は
、
カ
ー
ル
五
世
に
よ
っ
て
拒
否

さ
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
も
ル
タ
ー
支
持
派
も
国
民
公
会
議
・
集
会
が

教
会
問
題
を
解
決
す
る
と
し
た
点
で
は
一
致
し
て
い
た
、
と
結
論
す
るe

。

教
義
面
か
ら
公
会
議
論
の
変
遷
を
扱
っ
た
マ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
、
ル
タ
ー
問
題
が
公

会
議
論
に
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
。
中
世
末
以
来
ド
イ
ツ
で
は
、
公
会

議
が
教
会
の
統
一
と
改
革
を
行
う
と
認
識
さ
れ
て
い
たr

。
ル
タ
ー
は
、
教
皇
に
よ
る

教
会
罰
の
宣
告
を
予
期
し
て
、
一
五
一
八
年
と
一
五
二
〇
年
の
二
回
、
教
皇
の
破
門

宣
告
に
対
し
て
公
会
議
に
上
訴
を
求
め
る
文
書
を
作
成
し
たt

。
ル
タ
ー
の
公
会
議
要

求
は
広
範
な
反
響
を
起
こ
し
、
教
皇
特
使
も
ル
タ
ー
問
題
を
含
む
教
会
の
改
革
の
た

め
に
公
会
議
が
必
要
と
確
信
し
た
。
マ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
、
こ
の
時
期
の
公
会
議
論
議

は
、
伝
統
的
な
公
会
議
の
役
割
に
、
教
義
の
決
定
と
い
う
新
た
な
任
務
を
付
け
加
え

る
も
の
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
るy

。

伝
統
的
な
公
会
議
論
が
、
宗
教
改
革
運
動
に
よ
っ
て
新
た
な
展
開
を
み
た
と
す
る

点
は
、
近
年
の
レ
ー
プ
ゲ
ン
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
一
五
一
七
年
以
降
、
教
会

の
改
革
を
期
待
で
き
る
と
し
て
、
公
会
議
に
多
様
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ル
タ
ー

自
身
は
、
公
会
議
に
つ
い
て
伝
統
的
な
公
会
議
主
義
に
よ
る
他
、
新
た
な
聖
書
主
義

も
論
拠
に
発
言
し
た
。
こ
の
た
め
、
公
会
議
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
論
理
的
に
多
様
な

組
み
合
わ
せ
の
上
に
展
開
し
た
が
、
既
に
新
旧
両
派
で
明
確
に
相
違
し
た
と
彼
は
み

て
い
るu

。

ル
タ
ー
問
題
を
め
ぐ
る
公
会
議
の
論
議
が
、
神
学
論
争
だ
け
で
な
く
、
国
制
上
も

重
要
な
意
義
を
持
っ
た
と
す
る
の
が
、
ボ
ル
ト
で
あ
る
。
彼
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢

公
が
ル
タ
ー
を
保
護
し
た
理
由
を
、
贖
宥
を
含
む
教
会
税
や
教
会
裁
判
権
、
司
教
人

事
問
題
、
修
道
院
改
革
、
教
会
の
検
閲
、
教
会
罰
の
濫
用
に
対
す
る
反
発
な
ど
、
伝

統
的
な
教
会
政
策
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
創
設
間
も
な
い
大
学
の
擁
護
が

重
要
と
し
たi

。
他
方
、
帝
国
諸
身
分
は
教
会
負
担
へ
の
「
不
満gravam

in
a

」
解
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消
を
課
題
と
し
て
お
り
、
教
皇
庁
・
聖
界
諸
侯
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
ル
タ
ー
問

題
を
扱
っ
た
。
彼
ら
は
一
五
二
一
年
以
降
、
公
会
議
に
よ
る
教
会
問
題
解
決
を
求
め

る
中
で
、
信
仰
問
題
を
討
議
し
決
定
を
す
る
権
利
を
要
求
し
たo

。
諸
身
分
は
、
一
五

二
二
〜
二
三
年
の
第
二
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
帝
国
議
会
で
直
接
教
皇
と
交
渉
し
て
教
会

問
題
の
主
導
権
を
と
ろ
う
と
し!0

、
一
五
二
四
年
の
第
三
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
帝
国
議
会

で
は
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
で
国
民
公
会
議
・
集
会
を
開
催
す
る
決
議
を
し
た
。
シ
ュ
パ
イ

ア
ー
の
会
議
は
、
皇
帝
に
諮
る
こ
と
な
く
、
ル
タ
ー
や
不
満
の
問
題
に
関
す
る
全
般

的
な
決
定
権
を
も
ち
、
教
皇
の
意
志
に
反
す
る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
た!1

。
し
た
が
っ

て
、
会
議
は
皇
帝
や
教
皇
か
ら
自
立
し
た
諸
身
分
主
導
の
帝
国
な
い
し
国
民
教
会
の

成
立
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
各
領
邦
君
主
に
よ
る
ラ
ン
ト
教
会
を
前
提
と
し
て
、
全

帝
国
で
統
一
的
に
教
会
の
悪
弊
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た!2

。
シ
ュ
パ
イ

ア
ー
の
会
議
が
頓
挫
し
た
原
因
を
、
ホ
フ
マ
ン
は
カ
ー
ル
五
世
の
禁
令
に
よ
る
と
し

た
が
、
ボ
ル
ト
は
こ
れ
を
修
正
す
る
。
ル
タ
ー
支
持
派
、
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
も
に
集

会
開
催
を
主
張
し
た
が
、
国
民
公
会
議
・
集
会
な
ど
多
様
な
呼
称
が
示
す
よ
う
に
、

目
的
・
位
置
づ
け
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
主
要
因
を
見
い
だ
す!3

。

ラ
ウ
バ
ッ
ハ
は
、
国
民
公
会
議N

ation
alkon

zil

の
課
題
と
権
限
を
検
討
し
、
ボ

ル
ト
ら
の
議
論
に
修
正
を
加
え
て
い
る!4

。
ま
ず
、
こ
の
時
期
、
公
会
議
論
は
変
わ
っ

て
い
な
い
と
す
る
。
国
民
公
会
議
は
十
八
世
紀
の
法
学
者
に
至
る
ま
で
国
民
集
会

n
ation

alversam
m

lu
n

g

と
置
き
換
え
ら
れ
、
同
一
視
さ
れ
た!5

。
国
民
公
会
議
の

表
記
は
一
四
四
五
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
帝
国
議
会
の
議
決
に
登
場
し
、
ド
イ
ツ
の
教

会
の
全
体
会
合
な
い
し
は
国
民
公
会
議
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
会
議
に
は
コ
ン
ス
タ

ン
ツ
公
会
議
と
同
じ
全
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ー
ル
ジ
ュ
教

会
会
議
を
モ
デ
ル
に
国
民n

ation

の
問
題
を
協
議
す
る
と
さ
れ
た
。
ラ
ウ
バ
ッ
ハ
は
、

一
五
二
四
年
の
時
点
で
も
同
一
内
容
が
意
図
さ
れ
た
と
論
じ
て
、
当
該
時
期
の
公
会

議
理
念
に
大
き
な
変
化
を
認
め
な
い!6

。
つ
ま
り
、
宗
教
改
革
初
期
の
国
民
公
会
議
は
、

ル
タ
ー
に
依
拠
し
た
も
の
で
は
な
く
、
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
が
ル
タ
ー
派
根
絶
の
た
め

主
張
し
た
も
の
で
あ
り!7

、
諸
身
分
の
大
勢
は
こ
れ
に
同
調
し
た
。
ホ
フ
マ
ン
や
ボ
ル

ト
が
ル
タ
ー
主
義
の
影
響
と
す
る
公
会
議
へ
の
俗
人
参
加
も
、
ラ
ウ
バ
ッ
ハ
は
一
四

四
五
年
の
国
民
公
会
議
案
も
議
決
権
を
聖
俗
帝
国
諸
身
分
に
認
め
て
お
り
、
変
化
は

な
い
と
主
張
す
る!8

。

第
二
の
論
点
は
、
公
会
議
は
国
民
教
会
の
組
織
を
作
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
の
か

で
あ
る
。
ラ
ウ
バ
ッ
ハ
は
国
民
公
会
議
・
集
会
の
要
求
に
、
国
民
公
会
議
は
さ
ほ
ど

負
担
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
平
民
を
平
穏
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る!9

と
あ
る
よ

う
に
、
帝
国
諸
身
分
の
大
半
は
、
全
体
公
会
議
の
開
催
ま
で
の
応
急
措
置
と
し
て
開

催
を
求
め
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
第
三
の
論
点
は
、
多
様
な
呼
称
に
関
す
る

も
の
で
、
そ
れ
は
同
時
代
の
人
々
が
目
的
を
統
一
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、

開
催
実
施
の
た
め
の
意
図
的
な
方
策
で
あ
っ
た
と
す
る@0

。
ラ
ウ
バ
ッ
ハ
は
こ
の
よ
う

に
ホ
フ
マ
ン
、
ボ
ル
ト
ら
の
見
解
を
修
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
三
点

を
軸
に
帝
国
で
の
公
会
議
問
題
を
考
察
す
る
。

最
初
に
、
新
し
い
公
会
議
論
の
特
色
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
ホ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

第
二
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
帝
国
議
会
で
諸
身
分
が
教
会
問
題
検
討
の
た
め
設
置
し
た
小

委
員
会
は
、
一
五
二
三
年
一
月
十
九
日
付
け
で
最
も
ル
タ
ー
派
よ
り
の
公
会
議
を
提

案
し
た
。
提
案
は
「
自
由
な
キ
リ
ス
ト
教
の
公
会
議

ein
frei

ch
ristlich

en

con
ciliu

m

」
を
ド
イ
ツ
の
相
応
し
い
場
所
で
、
遅
く
と
も
一
年
以
内
に
開
催
す
る

こ
と
で
あ
っ
た@1

。
ホ
フ
マ
ン
は
、
そ
の
「
キ
リ
ス
ト
教
の
」
が
含
意
し
て
い
た
の
は
、

会
議
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
と
神
の
言
葉
だ
け
が
決
定
を
導
く
、
す
な
わ
ち
人
間
や
教

皇
の
取
り
決
め
で
は
な
く
、
聖
書
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
聖
書
主
義
で
あ
り
、

ま
た
「
自
由
な
」
と
は
教
皇
か
ら
の
自
由
を
意
味
し
、
万
人
祭
司
説
に
則
っ
て
俗
人

に
も
参
加
と
評
決
の
権
利
を
認
め
て
い
る
と
指
摘
す
る@2

。

ホ
フ
マ
ン
や
マ
イ
ン
ホ
ル
ト
、
レ
ー
プ
ゲ
ン
は
、
以
上
の
宗
教
改
革
派
の
公
会
議

論
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
も
影
響
を
与
え
た
と
す
る
。
全
キ
リ
ス
ト
教
界
か
ら
参
加
す
る

全
体
公
会
議
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
公
会
議
、「
国
民
公
会
議N

ation
al

K
on

zil

」
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あ
る
い
は
「
国
民
集
会N

ation
alversam

m
lu

n
g

」
を
、
新
旧
両
派
が
一
致
し
て

解
決
策
と
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
一
五
二
一
年
帝
国
議
会
で
、
ル
タ
ー
が
公
会
議
も
フ
ス
の
処
断
を
下
し
た

よ
う
に
誤
り
う
る
と
語
り@3

、
事
情
聴
取
に
際
し
て
「
神
の
言
葉
や
法
、
命
令
」
に
従

う
の
か
、「
教
皇
や
人
間
の
す
る
公
会
議
の
立
法
」
を
信
じ
る
の
か
と
発
言
し
た
こ

と@4

、
帝
国
統
治
院
の
使
節
が
彼
と
交
渉
し
た
際
に
は
、
ル
タ
ー
は
皇
帝
と
帝
国
に
判

断
を
委
ね
る
こ
と
を
拒
否
し
、
あ
く
ま
で
聖
書
の
み
を
主
張
し
、
公
会
議
を
裁
定
機

関
と
す
る
こ
と
も
拒
否
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た@5

。
し
か
し
、
ル
タ
ー
は
ウ
ォ
ル
ム

ス
出
発
後
諸
身
分
に
宛
て
た
書
簡
で
、
人
間
の
審
判
よ
り
も
聖
書
が
決
定
す
る
と
い

う
条
件
つ
き
で
不
偏
不
党
の
審
判
な
い
し
公
会
議
の
判
定
に
従
う
と
表
明
し
た
。
同

様
の
内
容
は
帝
国
議
会
記
録
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る@6

。
こ
の
よ
う
な
情
報
か
ら
す
れ

ば
、
ル
タ
ー
を
支
持
す
る
諸
身
分
の
間
で
公
会
議
に
つ
い
て
見
解
が
定
ま
ら
な
か
っ

た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

公
会
議
問
題
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
検
討
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ン
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
当
時
、
改
革
派
の
公
会
議
論
に
伝
統
的
な
公
会
議
論
と
ル
タ
ー
に
よ
る
公

会
議
論
の
二
つ
が
あ
っ
た
。
彼
は
、
一
五
二
〇
年
代
前
半
の
出
版
物
で
は
、
改
革
派

は
伝
統
的
な
公
会
議
論
が
中
心
で
あ
っ
た
と
ま
と
め
て
い
る@7

。
一
五
二
〇
年
シ
ュ
ペ

ン
グ
ラ
ー
は
通
常
の
公
会
議
で
解
決
す
べ
き
と
し
、
マ
ル
シ
ャ
ル
ク
も
一
五
二
三
年

に
「
キ
リ
ス
ト
教
の
公
会
議
」
の
み
で
「
自
由
な
」
を
つ
け
て
い
な
い
。
一
五
二
一

年
の
匿
名
者
、
一
五
二
二
年
の
ギ
ュ
ッ
テ
ル
と
ク
ロ
ン
ベ
ル
ク
の
文
書
は
「
自
由
な
」

公
会
議
を
求
め
た@8

。
一
五
二
四
年
ツ
ェ
ル
は
「
神
の
聖
霊
に
集
め
ら
れ
、
聖
書
の
規

定
を
受
け
る
自
由
な
キ
リ
ス
ト
教
の
公
会
議
を
求
め
る@9

。」
一
五
二
三
年
の
ギ
ュ
ン

ツ
ブ
ル
ク
と
ロ
ッ
ツ
ァ
ー
、
翌
年
の
ブ
ツ
ァ
ー
は
、
ル
タ
ー
に
基
づ
い
て
公
会
議
と

そ
の
決
定
を
人
間
の
業
と
位
置
づ
け
、
公
会
議
に
否
定
的
で
あ
る#0

。

ブ
ロ
ッ
ク
マ
ン
が
紹
介
し
て
い
る
文
書
を
並
べ
て
み
る
と
、
彼
自
身
は
踏
み
込
ん

で
い
な
い
が
、
全
体
の
趨
勢
と
し
て
年
ご
と
に
ル
タ
ー
主
義
の
公
会
議
論
が
浸
透
し

て
い
っ
た
経
過
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
く
に
一
五
二
三
年
頃
か
ら
明
確
に
聖

書
主
義
に
よ
る
公
会
議
論
が
展
開
さ
れ
は
じ
め
た
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ

で
帝
国
議
会
で
の
論
議
へ
の
ル
タ
ー
主
義
の
影
響
を
み
て
み
よ
う
。

ホ
フ
マ
ン
は
、
一
五
二
一
年
に
世
俗
諸
侯
が
皇
帝
に
教
会
改
革
と
公
会
議
招
集
を

請
願
し
た
文
書
に
お
い
て
「
全
体
の
教
会
集
会
」
で
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

ル
タ
ー
の
影
響
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る#1

。
た
だ
し
そ
の
文
書
は
現
存
せ
ず
、

別
史
料
か
ら
推
測
し
て
い
る#2

。
し
か
し
、
教
会
へ
の
負
担
不
満
を
公
会
議
で
解
決
す

る
こ
と
は
一
五
世
紀
以
来
の
主
張
で
あ
り
、
ど
の
点
に
ル
タ
ー
の
影
響
が
認
め
ら
れ

る
の
か
判
然
と
し
な
い
。

一
五
二
二
年
、
第
二
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
帝
国
議
会
で
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
は
、
十
二

月
七
日
教
皇
側
に
ル
タ
ー
問
題
は
実
力
で
は
何
も
達
成
で
き
な
い
と
提
言
し
、
学
識

者
の
会
合
に
よ
る
信
仰
討
論
を
最
良
の
解
決
策
と
し
た
。
教
皇
と
皇
帝
は
全
キ
リ
ス

ト
教
界
か
ら
聖
書
に
つ
い
て
学
識
あ
り
、
理
解
し
、
実
践
し
て
い
る
者
を
集
め
て
、

教
義
に
つ
い
て
ル
タ
ー
と
討
議
さ
せ
る
べ
き
だ
と
あ
る#3

。
ホ
フ
マ
ン
や
ボ
ル
ト
は
、

こ
の
文
書
が
教
皇
の
破
門
宣
告
や
ウ
ォ
ル
ム
ス
勅
令
の
後
に
改
め
て
「
討
議
」
を
求

め
る
こ
と
に
ル
タ
ー
主
義
を
指
摘
す
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
公
が
ル
タ
ー
擁
護
論
を

展
開
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
公
会
議
論
と
し
て
教
皇
の
招
集
権

を
認
め
て
い
る
点
に
、
ル
タ
ー
よ
り
も
伝
統
的
な
公
会
議
論
に
則
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
べ
き
で
あ
る
。

一
五
二
三
年
一
月
十
九
日
頃
の
教
皇
特
使
の
提
言
に
対
す
る
諸
身
分
の
回
答
文
書

は
、
起
草
者
な
ど
不
明
だ
が
、
当
時
ル
タ
ー
派
の
標
語
で
あ
っ
た
「
聖
な
る
福
音
」

を
も
と
に
教
皇
庁
、
高
位
聖
職
者
を
批
判
し
、「
自
由
な
公
会
議
」
を
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
「
俗
人
も
聖
職
者
と
同
様
に
扱
い
、
決
定
し
た
」
伝
統
を
訴
え
る
な
ど
、
こ

の
文
書
は
明
確
に
ル
タ
ー
主
義
に
よ
っ
て
い
る
と
確
認
で
き
る#4

。

同
様
に
宗
教
改
革
派
の
立
場
が
鮮
明
な
文
書
は
、
帝
国
都
市
の
も
の
で
あ
る
。
一

五
二
四
年
第
三
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
帝
国
議
会
に
際
し
、
一
月
五
日
の
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
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ブ
ル
ク
市
参
事
会
の
指
示
書
に
は
、「
自
由
な
公
会
議
ま
た
は
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同

体ch
ristlich

e
gem

ein

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
こ
と
」
に
従
う
と
あ
る#5

。
教
会
を

信
者
の
共
同
体
と
す
る
主
張
は
、
こ
の
都
市
の
改
革
派
指
導
者
ブ
ツ
ァ
ー
や
ツ
ェ
ル

の
理
念
に
基
づ
く#6

。
三
月
二
六
日
に
は
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
、
ウ
ル
ム
な
ど
都
市

代
表
が
帝
国
議
会
に
対
し
て
意
見
を
表
明
し
た#7

。
そ
れ
は
「
神
の
言
葉
が
至
る
と
こ

ろ
で
、
ど
こ
で
も
キ
リ
ス
ト
教
界
で
聞
か
れ
、
明
確
に
説
教
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
」

で
あ
り
、「
神
の
言
葉
が
以
後
明
確
に
讃
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
」
公
会
議
の

開
催
を
求
め
た
。
公
会
議
の
条
件
は
「
自
由
で
あ
る
こ
と
」、「
ド
イ
ツ
の
国
あ
る
い

は
帝
国
で
開
催
さ
れ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
聖
職
者
だ
け
で
な
く
「
徳
の
あ
る
敬

虔
な
キ
リ
ス
ト
者
が
す
べ
て
参
加
す
る
こ
と
」
と
あ
り
、
宗
教
改
革
派
の
公
会
議
の

特
徴
と
さ
れ
た
点
が
列
挙
さ
れ
て
い
る#8

。
さ
ら
に
四
月
六
日
の
諸
身
分
に
よ
る
ル
タ

ー
問
題
決
議
に
都
市
が
抗
議
し
た
文
書
で
も
、「
ド
イ
ツ
の
国
の
中
に
あ
る
場
所
で
、

名
誉
と
理
性
の
あ
る
聖
俗
の
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
、
自
由
な
キ
リ
ス
ト
教
の
公
会
議
、

ま
た
は
他
の
キ
リ
ス
ト
教
に
か
な
う
審
問vorh

ör

に
よ
っ
て
」
検
討
す
る
よ
う
求
め

て
い
る#9

。
以
上
か
ら
、
ホ
フ
マ
ン
以
下
の
研
究
が
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
都
市
代

表
の
公
会
議
論
は
ル
タ
ー
主
義
、
宗
教
改
革
派
の
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
明

確
に
認
め
ら
れ
る
が
、
改
革
派
の
理
念
が
浸
透
し
て
い
る
の
は
一
五
二
三
年
頃
か
ら

と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
国
民
公
会
議
な
い
し
国
民
集
会
の
用
語
を
み
る
と
、
ホ
フ
マ
ン
は
こ
の

概
念
の
初
出
を
、
一
五
二
三
年
十
一
月
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
管
区
司
教
顧
問
官

会
議
と
す
る
。
さ
ら
に
帝
国
議
会
で
の
ド
イ
ツ
の
公
会
議
に
関
す
る
最
初
の
発
議
は
、

バ
イ
エ
ル
ン
大
公
の
提
言
と
し
て
い
る$0

。
一
五
二
四
年
二
月
十
一
日
の
提
言
は
、
ま

だ
全
体
公
会
議ain

gem
ein

con
ciliu

m

の
開
催
が
不
可
欠
と
記
し
て
い
る$1

。
三
月

二
五
日
頃
の
提
案
は
「
ド
イ
ツ
国
民
の
教
会
会
議a

in
sin

od
u

m
T

eu
tsch

er

n
acion

を
開
き
、
全
ド
イ
ツ
国
民
か
ら
学
識
者
を
集
め
て
現
今
の
異
端
に
つ
い
て
討

論dispu
tieren

す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る$2

。
バ
イ
エ
ル
ン
顧
問
官
の
四
月
三
〇

日
の
記
録
に
は
、「
全
体
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
の
国
の
み
に
よ
っ
て
」
と
公
会
議
開
催
の

選
択
が
示
さ
れ
て
い
る$3

。
以
上
か
ら
「
ド
イ
ツ
国
民
に
よ
る
個
別
公
会
議
な
い
し
教

会
会
議
」
の
提
案
は
バ
イ
エ
ル
ン
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
、
な
い
し
望
ま
れ
た
と
さ
れ

る
。帝

国
議
会
に
お
け
る
論
議
を
み
る
と
、
三
月
二
六
日
の
会
議
で
諸
身
分
は
、「
ド

イ
ツ
人
だ
け
で
特
別
の
自
由
で
開
か
れ
た
公
会
議
」
を
求
め
た$4

。
四
月
四
〜
五
日
の

会
議
録
で
は
「
全
体
な
い
し
国
民
のgem

ain
oder

n
ation

al

公
会
議
」
や
「
来
る

全
体
な
い
し
国
民
公
会
議
」、「
将
来
の
公
会
議
な
い
し
教
会
会
議con

silio
od

er

sin
odo

」
と
記
述
さ
れ$5

、
国
民
公
会
議
は
あ
く
ま
で
も
次
善
の
策
と
い
う
位
置
づ

け
で
、
教
皇
特
使
と
交
渉
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
四
月
六
日
の
討
議
で
も
「
領
域

provin
tial

な
い
し
全
体
公
会
議
」
で
解
決
す
べ
き
と
い
う
主
張
が
繰
り
返
さ
れ$6

、

四
月
九
日
の
議
決
に
い
た
る
。
こ
の
議
決
は
「
領
域provin

cial

公
会
議
」
を
開
い

て
平
民
を
鎮
め
て
お
き
、
そ
れ
か
ら
全
体
公
会
議
の
開
催
、
と
い
う
段
取
り
を
示
し

て
い
る$7

。
都
市
を
の
ぞ
く
諸
身
分
は
、
伝
統
的
な
公
会
議
論
の
立
場
に
あ
っ
て
、
ラ

ウ
バ
ッ
ハ
さ
ら
に
は
ヴ
ァ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー$8

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
民
公
会
議
に
新
た

な
位
置
づ
け
を
与
え
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

さ
ら
に
、
四
月
九
日
の
議
決
に
は
「
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
全
体
の

gem
ein

e

、
自
由
で
普
遍
のfri

u
n

iverale

」
公
会
議
が
求
め
ら
れ
て
お
り$9

、「
自

由fri

」
の
表
記
が
必
ず
し
も
宗
教
改
革
派
の
理
念
に
よ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
ホ
フ
マ
ン
ら
の
主
張
に
は
疑
問
が
残
る
。
第
三
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
帝
国

議
会
の
最
終
議
決%0

は
そ
の
表
現
を
再
録
し
て
お
り
、
全
体
公
会
議
が
開
か
れ
る
ま
で

の
間
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
で
ド
イ
ツ
国
民
の
全
体
集
会
を
開
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
決

議
し
た
が
、
皇
帝
名
に
よ
る
決
議
告
知
文
に
も
「
余
の
承
認
を
も
っ
て
教
皇
猊
下
に

よ
る
自
由
な
全
体
の
公
会
議
ま
で
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る%1

。

こ
こ
で
は
、
国
民
公
会
議
・
集
会
の
議
論
が
、
当
初
か
ら
全
体
公
会
議
ま
で
の
応

急
的
、
一
時
的
な
措
置
の
位
置
づ
け
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
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既
に
一
五
二
一
年
、
シ
ュ
パ
ラ
テ
ィ
ン
が
訳
し
て
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
公
に
提
出
し
た
、

不
偏
不
党
の
委
員
会
設
置
を
勧
告
し
た
文
書
が
「
ル
タ
ー
問
題
の
よ
う
に
問
題
が
複

雑
で
あ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
全
体
の
公
会
議
で
」
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
て
い
る%2

。

第
二
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
帝
国
議
会
後
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
公
が
帝
国
議
決
を
通
知
し

た
と
き
、
ル
タ
ー
は
「
近
く
開
か
れ
る
つ
ぎ
の
公
会
議
ま
で
」
皇
帝
の
追
放
刑
や
教

会
罰
を
延
期
さ
れ
る
と
し
た%3

。
先
に
紹
介
し
た
最
も
ル
タ
ー
主
義
よ
り
の
一
五
二
四

年
三
月
二
六
日
の
案
で
も
、
バ
ン
ベ
ル
ク
の
使
節
は
全
体
公
会
議
が
う
ま
く
い
く
よ

う
に
国
民
公
会
議
を
開
く
と
伝
え
て
お
り%4

、
国
民
公
会
議
は
暫
定
策
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
公
会
議
論
の
変
化
に
関
し
て
、
ル
タ
ー
が
主
張
し
た
公
会
議
論
が
都

市
を
中
心
に
、
と
く
に
一
五
二
三
年
頃
か
ら
宗
教
改
革
派
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
判

断
で
き
よ
う
。
一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
が
、
ド
イ
ツ
で
の
国
民
公
会
議
を
主
張
し
、

宗
教
改
革
派
も
条
件
付
き
で
公
会
議
を
求
め
た
こ
と
は
、
ホ
フ
マ
ン
以
下
が
論
じ
て

き
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
派
は
伝
統
的
な
公
会
議
論
を
変
え
て

い
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
新
旧
両
派
の
大
半
は
、
ル
タ

ー
問
題
を
含
め
た
教
会
問
題
を
公
会
議
で
解
決
す
る
こ
と
で
一
致
し
て
い
た
が
、「
自

由
な
」
の
内
容
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
目
的
や
方
法
、
参
加
者
、
判
断
基
準
な
ど

公
会
議
論
の
詳
細
は
、
こ
の
時
期
に
は
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
重

要
な
点
は
、
当
該
時
期
の
国
民
公
会
議
・
集
会
論
は
全
体
公
会
議
ま
で
の
暫
定
、
応

急
措
置
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

つ
ぎ
に
、
国
民
公
会
議
・
集
会
が
国
民
教
会
の
組
織
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ

た
の
か
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
第
二
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
議
会
で
、
一
五
二
三
年

一
月
の
皇
帝
代
理
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
と
の
交
渉
に
お
い
て%5

、
ザ
ク
セ
ン
選
定

侯
の
顧
問
プ
ラ
ー
ニ
ッ
ツ
以
下
、
帝
国
統
治
院
の
多
数
は
、
統
治
院
が
帝
国
議
会
へ

の
質
疑
も
な
し
に
信
仰
問
題
に
関
す
る
決
定
を
行
え
ば
嘲
罵
を
浴
び
る
と
述
べ
、

「
諸
身
分
に
作
ら
れ
た
決
定
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
に
ル
タ
ー
に
対
し

て
何
を
行
う
の
が
よ
い
か
、
考
え
を
聞
く
た
め
に
、
ル
タ
ー
問
題
は
あ
ら
た
な
協
議

に
か
け
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た%6

。
さ
ら
に
小
委
員
会
の
草
案
を
、
ホ
フ
マ
ン
は

「
帝
国
を
問
題
に
す
る
限
り
、
あ
き
ら
か
に
ド
イ
ツ
の
教
会
統
治
の
転
換
・
変
更
の

端
緒
」
で
あ
り%7

、
公
会
議
論
が
国
民
単
位
に
分
離
す
る
傾
向
を
示
す
と
す
る%8

。
ボ
ル

ト
も
、
帝
国
諸
身
分
が
皇
帝
の
意
向
に
関
係
な
く
ル
タ
ー
問
題
を
帝
国
委
員
会
で
独

自
に
協
議
し
決
定
す
る
、
つ
ま
り
教
会
問
題
に
関
す
る
決
定
権
を
持
つ
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
第
二
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
議
会
で
は
信
仰
問
題
と
帝
国
教
会
政
策
上
の
主
導

権
が
皇
帝
か
ら
諸
身
分
に
移
っ
た
、
と
主
張
す
る%9

。

し
か
し
、
小
委
員
会
の
草
案
は
一
月
十
九
日
に
大
委
員
会
で
協
議
さ
れ
た
が
、
聖

界
諸
侯
、
聖
職
者
が
多
数
を
占
め
た
。
そ
の
結
果
、「
自
由
で
独
立
し
た
公
会
議
」

の
要
求
は
残
っ
た
が^0

、
伝
統
的
な
公
会
議
を
意
味
す
る
「
全
体
のgem

ein

」
が
付

け
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
「
少
な
く
と
も
一
年
以
内
に
」
と
い
う
条
件
に
「
可
能
な
ら

ば
」
と
い
う
留
保
が
つ
け
ら
れ
、
実
質
的
な
先
送
り
が
図
ら
れ
た^1

。
当
事
者
で
あ
る

プ
ラ
ー
ニ
ッ
ツ
は
「
俗
界
諸
侯
の
多
く
が
草
案
に
同
意
し
た
の
で
、
彼
ら
（
聖
界
諸

侯
）
は
多
く
の
点
で
合
意
し
、
何
も
変
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た^2

」
と
、
変
更
を

重
視
し
て
い
な
い
が
、
か
り
に
小
委
員
会
の
草
案
に
諸
身
分
主
導
に
よ
る
教
会
政
策

の
意
図
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
委
員
会
で
は
諸
身
分
の
間
で
意
見
の
対
立
は
明
白

で
あ
り
、
伝
統
的
な
公
会
議
論
に
戻
さ
れ
、
実
質
的
な
棚
上
げ
と
な
っ
た
こ
と
を
考

え
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
点
で
「
ド
イ
ツ
の
教
会
統
治
の
転
換
・
変
更
の
端
緒
」、
諸

身
分
が
教
会
問
題
の
主
導
権
を
握
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

第
三
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
帝
国
議
会
で
は
、
教
会
改
革
に
も
公
会
議
に
も
消
極
的
な

新
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
の
姿
勢
が
帝
国
諸
身
分
の
反
発
を
か
い
、
三
月
二
六
日
の

会
合
で
再
び
「
全
体
の
、
あ
る
い
は
国
民
の
公
会
議
」
を
開
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
た^3

。

ホ
フ
マ
ン
は
、
こ
こ
か
ら
展
開
し
た
国
民
公
会
議
の
理
念
は
、
四
月
三
日
の
諸
身
分

決
定
に
お
い
て
発
展
の
頂
点
を
迎
え
た
と
し^4

、
国
民
公
会
議
は
教
皇
庁
か
ら
独
立
し

た
信
仰
問
題
の
決
定
機
関
と
み
な
さ
れ
た
と
主
張
す
る^5

。
議
決
草
案
は
、
シ
ュ
パ
イ
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ア
ー
集
会
を
「
神
聖
帝
国
の
諸
身
分
の
全
体
集
会
」
と
記
し
、
諸
身
分
に
直
接
出
席

す
る
か
、
決
定
権
の
あ
る
全
権
使
節
を
派
遣
す
る
よ
う
求
め
て
い
る^6

。
ボ
ル
ト
も
三

月
二
六
日
議
決
の
ド
イ
ツ
の
特
別
公
会
議
案
は
ド
イ
ツ
の
国
民
的
な
教
会
制
度
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
と
論
じ
て
い
る^7

。

し
か
し
、
先
に
も
み
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
案
は
、
い
ず
れ
も
全
体
公
会
議
と
の

選
択
肢
な
い
し
、
全
体
公
会
議
ま
で
の
暫
定
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
次
善
の
策
と

い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
国
民
公
会
議
を
ド
イ
ツ
の
国
民
的
な
教

会
制
度
と
す
る
こ
と
に
は
、
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
に
対
し
、
ラ
ウ
バ
ッ
ハ
は
、
公
会
議
開
催
を
求
め
る
議
論
の
要
因
に
は
平
民

の
不
満
と
蜂
起
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
が
あ
り
、
公
会
議
は
緊
急
措
置
に
す
ぎ
な
か
っ

た
と
す
る
。

平
民
に
関
す
る
対
策
と
し
て
言
及
さ
れ
た
記
録
は
、
ウ
ォ
ル
ム
ス
帝
国
議
会
の
際
、

ザ
ク
セ
ン
公
ゲ
オ
ル
ク
が
、
領
内
の
ル
タ
ー
派
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
統
治
院
に
対

策
を
求
め
、「
全
帝
国
議
会
諸
身
分
の
キ
リ
ス
ト
教
集
会
ま
た
は
教
会
会
議con

silia

の
摂
理
」
に
よ
っ
て
決
定
す
る
と
し
た
提
案
が
あ
る^8

。
こ
れ
が
帝
国
レ
ベ
ル
で
の
最

初
期
の
記
録
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
帝
国
議
会
に
際
し
て
、

一
五
二
二
年
十
二
月
四
日
プ
ラ
ー
ニ
ッ
ツ
が
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
公
に
「
私
の
危
惧
の

原
因
は
、
神
の
栄
誉
や
善
意
よ
り
も
は
る
か
に
帝
国
に
お
け
る
蜂
起au

fru
r

に
あ
り

ま
す
」
と
報
告
を
送
っ
て
い
る^9

。
た
だ
し
、
こ
の
記
述
に
は
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
の
騎
士

戦
争
の
報
告
が
続
く
。
一
五
二
三
年
一
月
の
小
委
員
会
の
草
案
に
も
「
教
会
の
負
担

が
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
聖
俗
諸
身
分
間
の
良
き
平
和
も
統
一
も
な
く
、
ド
イ
ツ
人

に
お
け
る
こ
の
憤
慨em

poru
n

g

を
鎮
め
る
こ
と
も
か
な
わ
な
い
」
と
あ
る
が&0

、
こ

れ
も
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
平

民
蜂
起
へ
の
危
惧
は
深
刻
で
は
な
い
と
い
え
る
。

一
五
二
四
年
四
月
の
第
三
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
帝
国
議
会
関
係
で
は
、
四
月
五
日
の

ド
イ
ツ
騎
士
団
長
の
意
見
に
、
ザ
ク
セ
ン
で
は
「
も
し
か
す
る
と
聖
職
者
に
対
す
る

全
体
的
な
蜂
起
」
が
懸
念
さ
れ
、
南
ド
イ
ツ
で
も
新
し
い
教
義
が
急
速
に
広
ま
っ
て

ウ
ォ
ル
ム
ス
勅
令
が
「
平
民
の
不
服
従
か
ら
聖
俗
公
権
を
な
い
が
し
ろ
に
さ
せ
る
」

こ
と
に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
と
あ
る
。
四
月
六
日
の
都
市
代
表
か
ら
諸
身
分
へ

の
意
見
で
は
、
ウ
ォ
ル
ム
ス
勅
令
が
多
く
の
蜂
起
や
不
服
従
、
流
血
の
原
因
に
な
る

危
険
を
述
べ
、
さ
ら
に
平
民gem

ein
m

an

が
多
く
の
耐
え
難
い
負
担
を
課
せ
ら
れ

て
い
る
現
状
の
早
急
な
改
善
を
求
め
て
い
る&1

。
そ
し
て
八
日
の
会
議
に
お
い
て
諸
身

分
側
か
ら
、
国
民
の
公
会
議
は
さ
ほ
ど
負
担
で
は
な
く
、
公
会
議
に
よ
っ
て
「
平
民

gem
ein

en
m

an
n

を
し
ず
め
ら
れ
る
」
と
意
見
が
出
さ
れ
た&2

。

た
し
か
に
、
ウ
ォ
ル
ム
ス
勅
令
の
執
行
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
文
書
や
、

全
体
公
会
議
な
い
し
国
民
公
会
議
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
か
わ
る
集
会
が
要
請
さ
れ
た

際
、
多
く
の
不
服
従
や
平
民
の
不
満
に
関
す
る
記
述
が
伴
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い

ず
れ
も
教
会
へ
の
負
担
不
満
の
改
善
や
、
教
皇
勅
書
や
ウ
ォ
ル
ム
ス
勅
令
に
対
す
る

反
発
の
口
実
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
宗
教
改
革
運
動
が
展
開
し
て
い
た

帝
国
都
市
で
の
状
況
認
識
に
対
し
て
、
公
会
議
を
ル
タ
ー
派
撲
滅
の
手
段
と
し
て
提

唱
し
て
い
た
バ
イ
エ
ル
ン
を
は
じ
め
と
す
る
諸
身
分
が
、
ど
こ
ま
で
平
民
の
蜂
起
を

危
惧
し
て
い
た
か
、
即
断
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

第
三
の
争
点
は
、
多
様
な
呼
称
を
い
か
に
評
価
す
べ
き
か
で
あ
る
。
ラ
ウ
バ
ッ
ハ

に
よ
る
と
、
皇
帝
弁
務
官
の
ハ
ン
ナ
ル
ト
は
名
称
変
更
を
公
会
議
の
断
念
と
と
ら
え
、

皇
帝
に
対
し
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
に
安
心
し
て
使
節
を
送
る
よ
う
伝
え
た
。
カ
ー
ル
五
世

は
こ
の
解
釈
を
受
け
入
れ
ず
、
教
皇
庁
と
と
も
に
集
会
に
反
対
し
た
が
、
国
民
集
会

と
す
る
こ
と
で
開
催
実
現
の
可
能
性
は
高
ま
っ
た
と
さ
れ
る&3

。
ホ
フ
マ
ン
も
、
四
月

五
日
の
諸
身
分
の
決
定
以
降
、「
国
民
公
会
議
」
が
消
え
て
「
ド
イ
ツ
国
民
の
全
体

集
会
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
名
称
の
変
更
は
教
皇
特
使
に
対
す

る
配
慮
で
あ
っ
て
、
諸
身
分
が
考
え
て
い
た
内
容
に
変
更
は
な
い
と
述
べ
て
い
る&4

。

し
か
し
、
議
決
草
案
は
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
集
会
を
「
神
聖
帝
国
の
諸
身
分
の
全
体

集
会
」
と
記
し
、
通
常
の
帝
国
議
会
と
同
置
す
る&5

。
こ
の
後
の
四
月
十
八
日
付
帝
国

594

九
〇



議
会
議
決
で
も
「
全
体
の
自
由
な
普
遍
の
公
会
議
」
を
求
め
、
そ
れ
ま
で
の
暫
定
と

し
て
「
ド
イ
ツ
国
民
の
全
体
集
会
」
を
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
の
日
ま
で
に
開
催
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
の
だ
が&6

、
決
定
の
告
知
文
で
は
帝
国
代
官
と
皇
帝
弁
務
官
な
ら
び
に

「
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
全
体
帝
国
議
会
と
集
会
のein

es
gem

ein
en

reich
stags

u
n

d

versam
lu

n
g

」
諸
身
分
と
で
協
議
す
る
と
さ
れ
て
い
る&7

。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大

公
は
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
で
ト
ル
コ
戦
援
助
と
自
ら
の
ロ
ー
マ
王
選
出
を
求
め
よ
う
と

し
た
が
、
国
民
集
会
で
は
権
限
が
な
い
の
で
、
会
議
を
「
帝
国
議
会
に
し
て
集
会
」

あ
る
い
は
「
全
ゲ
マ
イ
ン
帝
国
議
会
に
し
て
全
て
の
神
聖
帝
国
の
構
成
員
と
諸
身
分

の
集
会
」
と
記
述
し
て
い
る&8

。
皇
帝
弁
務
官
か
ら
摂
政
マ
ル
グ
レ
ー
ト
宛
の
報
告
は

「
ド
イ
ツ
の
国
民
公
会
議
」
と
表
記
す
る&9

。
そ
の
後
、
た
と
え
ば
一
五
二
七
年
の
都
市

会
合
で
は
再
び
「
全
体
ま
た
は
国
民
公
会
議
に
権
限
が
あ
る
」
と
確
認
し
て
い
る*0

。

国
民
公
会
議
を
国
民
集
会
と
す
る
こ
と
で
開
催
実
現
を
図
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
に
し
て
も
、
関
係
者
の
利
害
関
係
も
影
響
し
て
、
会
議
の
具
体
的
な

目
的
や
法
的
位
置
づ
け
に
は
多
様
な
解
釈
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
ラ
ウ
バ
ッ
ハ
は
、
国
民
集
会
の
意
図
的
な
用
法
に
関
し
て
、「
国
民N

ation

」

の
用
法
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ベ
ー
メ
ン
、
北
欧
な
ど
を
含
ん
だ
も
の
か
ら
、
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
三
世
治
下
で
共
通
の
言
葉
を
話
し
、
出
自
や
歴
史
的
経
過
を
共
通
に
す
る
意
識

に
基
づ
く
も
の
に
変
化
し
て
お
り
、「
信
仰
の
争
点
を
協
議
す
る
た
め
の
ド
イ
ツ
諸

身
分
の
集
会
」
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る*1

。

し
か
し
、
国
民
と
訳
し
たN

ation

に
は
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
と
帝

国
の
関
係
で
あ
る
。
一
五
二
三
年
一
月
の
小
委
員
会
の
提
案
で
は
、
自
由
で
キ
リ
ス

ト
教
の
公
会
議
の
開
催
場
所
と
し
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
、
マ
イ
ン
ツ
、
ケ
ル

ン
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
あ
る
い
は
メ
ッ
ス
、
と
提
案
さ
れ
て
い
る*2

。
メ
ッ
ス
は
フ
ラ
ン

ス
語
圏
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
一
五
二
四
年
三
月
二
六
日
の
討
議

で
は
、
全
体
公
会
議
が
の
ぞ
め
な
い
と
し
て
「
ド
イ
ツ
語
を
話
す
も
の
の
みallain

die
teu

sch
zu

n
gen

で
特
別
な
自
由
で
開
か
れ
た
公
会
議
を
開
き
」
決
め
る
べ
き

と
提
起
さ
れ
て
い
る*3

。
し
か
も
翌
日
付
の
都
市
代
表
の
意
見
は
、
自
由
な
公
会
議
の

開
催
場
所
と
し
て
「
ド
イ
ツ
の
国
あ
る
い
は
帝
国in

d
as

T
eu

tsch
lan

d
od

er

reich

」
で
の
開
催
を
求
め
て
お
り
、
ラ
ウ
バ
ッ
ハ
が
推
定
し
て
い
る
ほ
ど
、
国
民

意
識
も
ま
だ
帝
国
と
の
関
係
を
含
め
て
確
固
と
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
五
二
四
年
ま
で
の
帝
国
に
お
け
る
公
会
議
問
題
を
み
て
み
る
と
、
改
革
派
の
新

し
い
公
会
議
論
が
広
ま
り
、
帝
国
議
会
で
の
議
論
に
反
映
さ
れ
る
の
は
、
一
五
二
三

年
頃
か
ら
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
改
革
派
の
中
で
も
統
一
に
は
至
ら
ず
、
大
勢

は
基
本
的
に
伝
統
的
な
公
会
議
論
で
理
解
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
国
民
公
会
議

な
い
し
国
民
集
会
も
諸
身
分
主
導
の
教
会
体
制
を
具
体
化
し
た
も
の
と
い
う
よ
り

も
、「
ド
イ
ツ
国
民
の
不
満
」、
教
会
の
悪
弊
問
題
改
革
と
い
う
諸
身
分
の
共
通
の
課

題
を
実
現
す
る
た
め
の
暫
定
的
、
応
急
手
段
と
と
ら
え
る
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
国
民
公
会
議
を
最
初
に
提
言
し
た
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
の
意
図
は
ど
こ
に

あ
っ
た
か
。
ホ
フ
マ
ン
は
、
国
民
公
会
議
を
実
現
す
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
れ
を
教
皇

庁
と
の
取
引
材
料
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
バ
イ
エ
ル

ン
は
、
国
民
公
会
議
は
も
ち
ろ
ん
全
体
公
会
議
も
教
皇
庁
が
望
ん
で
い
な
い
こ
と
を

十
分
に
承
知
し
て
い
た
。
他
方
、
国
民
公
会
議
の
提
案
を
し
た
同
じ
頃
、
一
月
十
五

日
に
教
皇
は
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
に
領
内
の
聖
職
者
に
対
す
る
対
ト
ル
コ
戦
争
の
た
め

の
課
税
延
長
を
承
認
し
た*4

。

こ
の
事
例
か
ら
も
、
国
民
公
会
議
な
い
し
国
民
集
会
の
最
大
の
眼
目
が
ど
こ
に
あ

っ
た
か
が
推
定
で
き
る
。
教
会
へ
の
負
担
不
満
を
早
急
に
解
決
し
た
い
と
い
う
点
で
、

諸
身
分
は
党
派
を
こ
え
た
利
害
の
一
致
を
み
て
い
た*5

。
そ
の
方
策
が
全
体
公
会
議
な

い
し
国
民
公
会
議
で
あ
り
、
そ
の
代
替
会
議
で
あ
っ
た
。

宗
教
改
革
初
期
の
公
会
議
論
争
は
、
ル
タ
ー
主
義
の
展
開
と
ウ
ォ
ル
ム
ス
勅
令
実

施
と
の
緊
張
の
中
で
、
各
派
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
を
も
っ
て
多
様
な
公
会
議
論
を
展

開
し
た
。
諸
身
分
は
新
旧
両
派
を
問
わ
ず
、
教
会
の
悪
弊
と
負
担
問
題
を
公
会
議
に
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よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
点
で
は
一
致
し
て
い
た
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
各
陣

営
で
も
い
ま
だ
明
確
化
・
統
一
さ
れ
ず
、
猶
予
策
の
域
を
出
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

宗
教
改
革
期
に
お
け
る
公
会
議
問
題
は
、
む
し
ろ
一
五
二
五
年
以
降
に
本
格
化
し
、

公
会
議
論
も
具
体
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
問
題
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し

た
い
。注q
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er
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eit,

h
rsg.

v.
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.M

a
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ll,
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tu

ttgart,1961,S
.203-4.

t

ル
タ
ー
は
伝
統
的
な
公
会
議
主
義
の
論
拠
に
よ
り
つ
つ
も
、
既
に
公
会
議
の
決
定

も
人
間
の
業
と
い
う
認
識
も
示
し
て
い
る
。D

.
M

a
rtin

L
u

th
ers
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eim

ar,
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d.2,

1884,
N

D
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2004,
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.36f.,
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ain

h
old,

D
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K
on

zil,

S
.209,

さ
ら
に
『
キ
リ
ス
ト
教
貴
族
に
与
え
る
』
で
公
会
議
に
つ
い
て
、
聖
書
に
よ

っ
て
教
会
の
誤
り
を
正
し
、
教
皇
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
排
し
、
聖
書
に
あ
る
信
仰
箇

条
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
招
集
す
べ
き
と
主
張
し
た
。W

A
,

B
d

.6,
S

.413f.,

bes.,
S

.415.

他
方
、
ル
タ
ー
は
公
会
議
に
代
表
さ
れ
る
も
の
と
霊
的
な
キ
リ
ス
ト
の

体
と
を
区
別
す
る
考
え
も
示
し
た
。W

A
,B

d.1,S
.656,B

d.2,S
.404.

拙
稿
「
ル
タ

ー
の
公
会
議
論
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
」『
立
命
館
文
学
』
五
九
七
号
、
二
〇
〇
七

参
照
。
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民
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帝
国
国
制

問
題
で
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デ
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大
公
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五
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四
年
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ー
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と
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、
配
下
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聖
職
者
を
招
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し
た
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
会
議

を
あ
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る
。
こ
の
会
議
は
、
教
皇
庁
が
皇
帝
に
た
よ
っ
て
帝
国
レ
ベ
ル
で
異
端
解
消

を
図
る
こ
と
を
放
棄
し
、
領
邦
レ
ベ
ル
で
の
実
現
に
方
向
転
換
し
た
こ
と
を
示
し
、

信
仰
問
題
か
ら
政
治
同
盟
、
帝
国
法
・
国
制
の
問
題
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
す
る
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ル
タ
ー

の
影
響
を
強
く
受
け
た
提
案
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
委
員
会
構
成
に
よ
る
。
小
委

員
会
構
成
員
の
九
名
中
、
バ
ン
ベ
ル
ク
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
、
マ
グ
デ
ブ

ル
ク
顧
問
官
ツ
ォ
ホ
、
マ
イ
ン
ツ
顧
問
ロ
ー
テ
ン
ア
ン
ら
は
人
文
主
義
者
、
法
曹
家

の
出
身
で
そ
の
多
く
が
ル
タ
ー
派
で
あ
っ
た
。R

T
A
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B

d.3,
S
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A

n
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H
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d.
P

lan
itz,

B
erich

te
au

s
d

em
R

eich
sregim

en
t

in
N

ü
rn

berg
1521-1523,

H
rsg.v.E

.W
ü

lckn
er,H

.V
irck,1899,N

D
.H

ildesh
eim

,1979,S
.304,20f.

と
く
に
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
は
委
員
会
で
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
、
ラ
ン

ケ
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
の
提
言
に
つ
い
て
、
重
要
な
意
義
を
認
め
て
い
る
。
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